
資料
しりょう

１－６

１　令和
れいわ

３年
ねん

度
ど

の就職
しゅうしょく

状況
じょうきょう

学
がっ

　校
こう

　種
しゅ

　別
べつ

卒業者
そつぎょうしゃ

数
すう

就職
しゅうしょく

希望者数
きぼうしゃすう

就職者
しゅうしょくしゃ

数
すう

就職
しゅうしょく

決
けっ

（内
ない

）定
てい

率
りつ

就職率
しゅうしょくりつ

視覚
しかく

障
しょう

がい 13 6 4 66.7% 30.8%

聴覚
ちょうかく

障
しょう

がい 12 6 6 100.0% 50.0%

知的
ちてき

障
しょう

がい 1004 345 344 99.7% 34.3%

肢体
したい

不自由
ふじゆう 76 4 4 100.0% 5.3%

病弱
びょうじゃく 2 0 0 ― ―

合計
ごうけい 1107 361 358 99.2% 32.3%

２　過去
かこ

２年間
ねんかん

（Ｒ１、Ｒ２）の就職
しゅうしょく

状況
じょうきょう

令和
れいわ

２年度
ねんど

卒業生
そつぎょうせい

 視覚
しかく

障
しょう

がい、聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいは専攻科
せんこうか

を含
ふく

む　（令和
れいわ

３年
ねん

５月
がつ

末
まつ

）

学
がっ

　校
こう

　種
しゅ

　別
べつ

卒業者
そつぎょうしゃ

数
すう

就職
しゅうしょく

希望者数
きぼうしゃすう

就職者
しゅうしょくしゃ

数
すう

就職
しゅうしょく

決
けっ

（内
ない

）定
てい

率
りつ

就職率
しゅうしょくりつ

視覚
しかく

障
しょう

がい 20 9 8 89% 40.0%

聴覚
ちょうかく

障
しょう

がい 17 2 2 100% 11.8%

知的
ちてき

障
しょう

がい 955 319 320 100.3% 33.5%

肢体
したい

不自由
ふじゆう 69 9 8 89% 11.6%

病弱
びょうじゃく 3 0 0 ― ―

合計
ごうけい 1064 339 338 99.7% 31.8%

令和
れいわ

元
がん

年度
ねんど

卒業生
そつぎょうせい

 視覚
しかく

障
しょう

がい、聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいは専攻科
せんこうか

を含
ふく

む　（令和
れいわ

２年
ねん

５月
がつ

末
まつ

）

学
がっ

　校
こう

　種
しゅ

　別
べつ

卒業者
そつぎょうしゃ

数
すう

就職
しゅうしょく

希望者数
きぼうしゃすう

就職者
しゅうしょくしゃ

数
すう

就職
しゅうしょく

決
けっ

（内
ない

）定
てい

率
りつ

就職率
しゅうしょくりつ

視覚
しかく

障
しょう

がい 17 8 5 63% 29.4%

聴覚
ちょうかく

障
しょう

がい 21 11 11 100% 52.4%

知的
ちてき

障
しょう

がい 976 364 360 98.9% 36.9%

肢体
したい

不自由
ふじゆう 76 4 4 100.0% 5.3%

病弱
びょうじゃく 3 0 0 ― ―

合計
ごうけい 1093 387 380 98.2% 34.8%

３　令和
れいわ

３年度
ねんど

　職業
しょくぎょう

教育
きょういく

を行
おこな

う特別支援学校
とくべつしえんがっこう

卒業生
そつぎょうせい

の就職
しゅうしょく

状況
じょうきょう

　（令和
れいわ

４年
ねん

５月
がつ

末
まつ

）

学
がっ

　校
こう

　種
しゅ

　別
べつ

卒業者
そつぎょうしゃ

数
すう

就職
しゅうしょく

希望者数
きぼうしゃすう

就職者
しゅうしょくしゃ

数
すう

就職
しゅうしょく

決
けっ

（内
ない

）定
てい

率
りつ

就職率
しゅうしょくりつ

視覚
しかく

障
しょう

がい 6 4 2 50% 33.3%

聴覚
ちょうかく

障
しょう

がい 8 3 3 100% 37.5%

知的
ちてき

障
しょう

がい 634 320 320 100.0% 50.5%

肢体
したい

不自由
ふじゆう 11 1 1 100.0% 9.1%

合計
ごうけい 659 328 326 99.4% 49.5%

令和
れいわ

３年度
ねんど

（2021年度
ねんど

）道立
どうりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

卒業生
そつぎょうせい

の就職
しゅうしょく

状況
じょうきょう

視覚
しかく

障
しょう

がい、聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいは専攻科
せんこうか

を含
ふく

む　（令和
れいわ

４年
ねん

５月
がつ

末
まつ

）
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令和
れ い わ

４年
ねん

（2022年
ねん

）８月
がつ

18日
にち

 

 

 関係
かんけい

団体
だんたい

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

の皆様
みなさま

 

 

北
ほ っ

海
か い

道
ど う

知
ち

事
じ

 鈴
すず

 木
き

 直
なお

 道
みち

 

北海道
ほっかいどう

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

教育
きょういく

長
ちょう

 倉
くら

 本
もと

 博
ひろ

 史
し

 

 

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

に在籍
ざいせき

する生徒
せ い と

の現場
げ ん ば

実習
じっしゅう

等
とう

の受入
う け い

れについて（依頼
い ら い

） 

日頃
ひ ご ろ

から、北海道
ほっかいどう

及び
お よ び

北海道
ほっかいどう

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

が実施
じ っ し

している、障
しょう

がいのある方々
かたがた

に

対
たい

する施策
せ さ く

に対
たい

して、特段
とくだん

の御理解
ご り か い

と御支援
ご し え ん

をいただいておりますことに、心
こころ

か

ら感謝
かんしゃ

申
もう

し上
あ

げます。  

さて、道
どう

経済部
け い ざ い ぶ

と道
どう

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

では、関係
かんけい

団体
だんたい

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

の皆様
みなさま

に、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

生徒
せ い と

の職 業 的
しょくぎょうてき

・社会的
しゃかいてき

自立
じ り つ

に向
む

けた教育
きょういく

活動
かつどう

について知
し

っていただくことなど

を通
とお

して、 障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

の促進
そくしん

を図
はか

り、 障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず全
すべ

ての地域
ち い き

住民
じゅうみん

が活躍
かつやく

できる共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
め ざ

す取組
とりくみ

を進
すす

めているところです。  

このうち、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

では、在籍
ざいせき

する生徒
せ い と

が、自立
じ り つ

と社会
しゃかい

参加
さ ん か

に向
む

けて必要
ひつよう

となる 力
ちから

を 養
やしな

うための貴重
きちょう

な学習
がくしゅう

の機会
き か い

として、各事
か く じ

業者
ぎょうしゃ

の皆様
みなさま

の御協力
ごきょうりょく

を

賜
たまわ

りながら、一定
いってい

期間
き か ん

企業
きぎょう

等
とう

で職 業
しょくぎょう

体験
たいけん

を 行
おこな

う「現場
げ ん ば

実習
じっしゅう

」を実施
じ っ し

しておりま

す。  

つきましては、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

が続
つづ

く中
なか

ではありますが、

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

から、現場
げ ん ば

実習
じっしゅう

等
とう

の受入
う け い

れについて依頼
い ら い

があった場合
ば あ い

には、受入
う け い

れ

について、特段
とくだん

の御配慮
ご は い り ょ

と御協力
ごきょうりょく

を賜
たまわ

りますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。  

なお、関係
かんけい

団体
だんたい

の皆様
みなさま

には、別添
べってん

リーフレット「特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

高等部
こ う と う ぶ

生徒
せ い と

の現場
げ ん ば

実習
じっしゅう

の受入
う け い

れをお願
ねが

いします！」を会員
かいいん

の皆様
みなさま

に配布
は い ふ

いただくなど、周知
しゅうち

につい

ても併
あわ

せて御理解
ご り か い

と御協力
ごきょうりょく

をお願
ねが

いします。  

 

（経済部
け い ざ い ぶ

労働
ろうどう

政策局
せいさくきょく

雇用
こ よ う

労政課
ろ う せ い か

） 

（学校
がっこう

教 育 局
きょういくきょく

特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

課
か

）   



・生徒が成長していく様子を見て、自分の会社で採用することとした
・生徒の丁寧な言葉遣いや作業で、職場の雰囲気が明るくなった
・繰り返しの仕事に一生懸命取り組んでおり、障がい者雇用への意識が変わった

現場実習とは

【問合せ】北海道教育庁学校教育局特別支援教育課特別支援教育指導係
〒060-8544 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館

電話 011-204-5774  FAX 011-232-1049

● 実習受入れまでの流れ
・実習の受入れに興味や御検討いただける場合は、裏面に必要事項を御記入の上、FAXで

送信をお願いします。

後日、担当から御連絡いたします。

◎ 現場実習の詳細は、特別支援学校の進路指導担当者から説明をさせていただきます。

● 実習形態及び期間
・実習の形態には、教員が引率する実習と、生徒が単独で行う実習があります。

・期間は、御社の都合に応じて調整させていていただきます。

● 生徒への関わり
・実習の受入れに際し、生徒への関わり方など、教員がフォローします。

・生徒は、インターンシップ保険等に加入しています。

現場実習の受入れに当たって

障がいのある生徒が、一定期間、企業等で働く体験をする学習です。

現場実習の効果（受入れ企業から）

特別支援学校に在籍する生徒にとって、貴重な学習となりますので、ぜひ、その機会を提
供してください。

★ 現場実習後、雇用に結び付くケースもあります。



特別支援学校の教育活動を
サポートしてくださる企業を募集しています

特別支援学校高等部では、就職に向けた学習を行っています。

働くために必要な知識、技能、態度・習慣を身に付けるため、作業学習では、農業、木工、

工業、クリーニング、窯業、ビルメンテナンス、介護に関する実習などを行っています。

また、実際の社会で働くことを経験するための現場実習にも取り組んでいます。

このような取組をサポートしてくださる企業を募集しています

１ 各学科の作業学習への技術指導等の御協力をいただける企業

企業技術サポート企業

２ 就労体験を行う現場実習を受け入れていただける企業（すでに受け入れている企

業を含む）

体験実習サポート企業

３ 職業学科を設置する知的障がい特別支援学校高等部の生徒の就職先となっていた

だける企業（現在、雇用している企業を含む）

就職サポート企業

（□にレ印を付けてください）

私達の企業は
□① □② □③ として協力します

特別支援学校サポート企業として、
道教委のＨＰやリーフレット等の印刷物に企業名を掲載することについて

□承諾します □承諾しません

企業名 .

ＴＥＬ メールアドレス .

担当者 部署（ ）職名（ ） 氏名（ ）

北海道教育庁 学校教育局特別支援教育課 特別支援教育指導係
〒060-8544 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館
電話011-204-5774 FAX011-232-1049

サポート企業に関する情報

御協力をいただける場合は、次の項目に記入の上、申込先にFAX送信いただきますようお願いします。
後日、担当から御連絡をさせていただきます。

サポート企業一覧や障
がい者雇用に関わる情
報を掲載しています。

【問合せ・申込先】



特別支援学校高等部の 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課

製パン作業 ビルクリーニング作業

花壇整備の作業 介護技術の学習

クリーニング作業 喫茶・サービス作業

週に10時間程度、校内で様々な実習に取り
組んでいます。

学校内の実習



１～６週間程度、生徒単独又は教員が引
率しての現場実習に取り組んでいます。

役場での事務作業補助

学校内の実習で身に付けた力を、実際の職場で発揮する大切な学習です。

水産会社での加工作業

牧場での牛舎清掃 スーパーでの商品陳列

ホテルでのベッドメイク 販売店での接客

1 2

3 4

5 6

企業等と連携した現場実習
特別支援学校高等部の 北海道教育庁学校教育局特別支援教育課



 授業を参観させていただき、どの業種でも生かせるような取組・支援が

行われていて感銘を受けた。 

 生徒たちの未来を地域と企業で支えていくことができないか、当社でも

考えていきたい。 

 見学させていただき、多々参考にしたいと思う事がたくさんあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｐ 

 

 

 

 

 

 

 

８/2４(水) 新篠津高等養護学校 
新篠津村第４５線北１３ 
 

1０/1９(水) 雨竜高等養護学校 
雨竜町字尾白利加９２－２１ 

９/７(水) 札幌あいの里高等支援学校 
札幌市北区あいの里４条７丁目１－１ 
 

1０/２５(火) 千歳高等支援学校 
千歳市真々地２丁目３－１ 

９/２７(火) 札幌稲穂高等支援学校 
札幌市手稲区稲穂４条７丁目１２－１ 

1０/2７(木) 美深高等養護学校 
美深町字西町２５番地 

1０/３(月) 小平高等養護学校 
小平町鬼鹿田代５７７番地２ 

1１/２(水)  
札幌市南区真駒内上町 4丁目 7-1 
 

1０/４(火) 市立札幌豊明高等支援学校 
札幌市北区西茨戸４条１丁目１－１ 
 

11/24(木) 中札内高等養護学校・中札内高

等養護学校幕別分校・新得高等

支援学校 合同 
会場は中札内高等養護学校：中札内村東５条南１

丁目８番地 

1０/６(木) 札幌高等養護学校 
札幌市手稲区手稲前田４８５－３ 

11/2５(金) 美深高等養護学校あいべつ校 
愛別町字南町２７番地 

1０/７(金) 白樺高等養護学校 
北広島市輪厚６２１－１ 

１１/３０(水) 
 

旭川高等支援学校 
旭川市５条西５丁目 

１０/１２(水) 小樽高等支援学校 
小樽市銭函１丁目１０－１ 

1２/５(月) 伊達高等養護学校 
伊達市松ヶ枝町１０５－１３ 

（※ 開始時間は、13：15～15：55） 

特別支援学校 

主催：北海道、北海道教育委員会 

共催：厚生労働省北海道労働局 

   独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構北海道支部 

 

北海道では、生徒たちが『生活する力』と『働く力』をみがき、学んでい

る姿をご覧いただき、障がい者雇用への理解を深めていただくため、特別支

援学校の見学会を実施しています。 

障がい者の雇用に関心のある企業の方は、どなたでもお申込みいただけま

すので、是非ご参加ください。 

令和４年度(2022年度) 

詳しい情報は、ホームページで 

 

 

企業向け見学会 

申込み方法は裏面をご覧ください➡ 

10:00～12:40 頃終了予定（伊達

高等養護学校を除く） 

① 学校説明 

② 障がい者雇用に関する説明 

③ 校内（作業学習）見学 

④ 質疑・アンケート等 

障がい者雇用をご検討の企業の皆様へ 

 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
特別支援学校見学会 北海道 

※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更や中止となる場合がありますので、最新の状況は、ホームページで御確認ください。 

 

 

 

 

 

参加者の声 



■参加申込みについて

・申込方法：申込専用サイト(https://www.harp.lg.jp/6JJAZGf3)
または、下記申込書によりFAXでお申し込みください。

・締め切り：参加を希望される見学会の実施日１週間前までとします。
・そ の 他：参加申込後、受付完了をメールまたはＦＡＸによりお知らせ

します。前日までに案内が届かない場合はお手数ですが、 申込専用サイト
下記までお問合せください。

令和４年度特別支援学校企業向け見学会参加申込書

参加を希望される学校名に○をつけてください。

・(8/2４) 新篠津高等養護学校 ・(10/25) 千歳高等支援学校

・(9/ 7) 札幌あいの里高等支援学校 ・(10/27) 美深高等養護学校

・(９/27) 札幌稲穂高等支援学校 ・(11/2) 札幌みなみの杜高等支援学校

・(10/3) 小平高等養護学校 ・(11/24) 中札内高等支援学校・中札

・(10/4) 市立札幌豊明高等養護学校 内高等養護学校幕別分校・

・(10/６) 札幌高等養護学校 新得高等支援学校 合同

・(10/7) 白樺高等養護学校 ・(11/25) 美深高等養護学校あいべつ校

・(10/12) 小樽高等支援学校 ・(11/30) 旭川高等支援学校

・(10/19) 雨竜高等養護学校 ・(1２/5) 伊達高等養護学校

企業名 業 種

所在地

電 話 ＦＡＸ

e-mail

参加者 所属・役職・氏名（申込み担当者の方は、氏名の後ろに○を記載ください。）

来校の際の車使用の有無（台数） 台
※可能な限り、１台での来校にご協力ください。（札幌みなみの杜高等支援学校の駐車場は狭いため、１社１台までとします。）

リモート開催となった場合の参加の可否（どちらかに◯をつけてください） 参加する・参加しない

【ご質問・ご連絡等】

□申込書送付先 ＦＡX：０１１－２３２－１０３８
□お問合せ先 ＴＥL：０１１－２０４－５３４９

（北海道経済部労働政策局雇用労政課 就労支援係 担当：中村、信佐）
のぶ さ

特別支援学校とは…
様々な障がいのある幼児、児童生徒に対して、幼稚園、小学校、中学校又は高等学校に準ずる教育を行うと

ともに、障がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服し自立を図るために必要な知識技能を授けること
を目的とした学校です。
また、今回見学会を実施する学校は、知的障がいのある生徒を対象としており、専門教科や作業学習・実習

等の学習を通して、勤労の意義を理解するとともに、将来の職業自立や社会参加を目指し、必要な基礎的・基
本的な能力や実践的な態度を育てることを目標とした学校です。
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